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保育園下穂積キッズ三者協議会（第７回）会議録 

 

 

１ 日 時 

  平成 26 年 11 月 15 日（土） 午前９時 15 分から 

 

２ 場 所 

  保育園下穂積キッズ 

 

３ 出席者 

・ 保育園 下穂積キッズ保護者 

会長 他 10 人 

・ 社会福祉法人 耀き福祉会 

理事長、高田園長 

・ 保育幼稚園課 

中井課長、小西参事、北川副主幹 

 

４ 案件 

(1) 保護者からのご意見について 

(2) その他 

 

５ 発言要旨 

 

（ 市 ） 改めまして、皆さま、おはようございます。 

      本日は、公、私、何かとお忙しい中、三者協議会にご出席いただ

きまして、ありがとうございます。 

      早速でございますが、これより、第７回保育園下穂積キッズの三

者協議会を開催いたします。 

      それでは、これより、議事進行については、三者協議会の議長で

あります、中井保育幼稚園課長にお願いいたします。 

（ 市 ） 改めまして、皆さま、おはようございます。 

      それでは、会議次第に沿って、進めさせていただきます。 

      まず、案件の１つ目であります「(1) 保護者からのご意見につい

て」でございます。 
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      この案件につきましては、保護者の皆さまから、三者協議会で取

り上げてほしい案件として、アンケート調査が実施されまして、そ

の中で、保護者会でご意見を取りまとめていただいたものでござい

ます。 

      また、これらのご意見につきましては、協議案件としてではなく、

保護者の皆さまから、このようなご意見があるということを認識い

ただくのが主旨であるというふうにお聞きしております。 

      ただ、せっかくの機会でございますので、いただいたご意見につ

いて、現時点での、法人のお考えを、この場をお借りしてお示しを

させていただきたいというふうに思いましたので、その旨、お伝え

をしております。 

      それでは、今回、いただいたご意見をもとに、法人の考え方、対

応などのご報告をお願いできたらと思いますので、よろしくお願い

します。 

（法 人） まず、１つ目のご意見ですが、延長保育時間の変更についてとい

うことです。 

「以前、市の補助金の関係で、延長保育の時間帯を18時から19

時にまとめることを検討しているという話があったかと思います

が、もし、まだ検討を進めているのであれば、夜にまとめるだけ

ではなく、朝７時から８時にまとめる方も比較検討していただけ

ればと思います。（保護者会側の総意も聞いてみるなど）」とい

うご意見をいただいております。 

      延長保育時間の変更につきましては、昨日、継続の書類を配らし

ていただいた内容にも記載があるように、来年度から子ども・子育

て支援新制度が始まります。 

それに伴い、延長保育の考え方も含めて、適切に対応していき

たいと思っています。 

      保育時間につきましても、これまでから１日８時間を原則として、

また、新制度の実施後も８時間が原則となりますが、それ以外の時

間帯については、延長保育であるという考え方が示されています。 

ただ、昨日、お配りした中に、短時間の保育と標準時間の保育

ということで、標準時間が11時間で、平成27年度も下穂積キッズ

においては、大きな変更はない新制度としてスタートするという

形になっていきます。 

したがって、国の法令や行政等の法令に基づいた変更が、今後、
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想定されますので、公立保育所の考え方を見極めながら、その整合

性を含め、十分に検討したいと考えております。 

以上です。 

次に、２件目「トイレについて臭いがするため改修工事ができる

かどうか、三者協議会で確認してほしいです。」というご意見をい

ただいております。 

１階、２階のトイレについての臭いは、以前から意見が上がって

おりました。 

      長年の配管の状態から、配管のことも含めて、こちらでできるこ

とは、お掃除の徹底、あるいは、消臭の状況を見て実施しておりま

す。 

業者さんにも一度見ていただいて、どの程度、臭いがおさまっ

て行くかという相談もさせていただいております。 

現状では、大掛かりな改修をするというのは、少し無理かなと

いうふうには考えておりますが、今後、臭いについては、自分た

ちでできること、業者に頼んで、専門的に見ていただいて改修で

きる部分は、お願いしていかないといけないと考えています。 

      次に、２点あります。 

「子どものために安心・安全のおやつに変えてほしいです。」

というご意見です。 

      ８月の栄養だよりには、「濃い味付けのおやつに慣れてしまうと

素材のおいしさが感じにくく、口あたりが良いので、食べ過ぎにも

つながります。味覚が形成される時期でもある乳幼児期には、なる

べく薄味、素材を生かしたおやつを与えるようにしましょう」とう

たっております。 

これは、こちらの方から配布させていただいた栄養だよりの内

容です。 

それに対して、「ハッピーターンが、10月に２回出ていますが、

とても味が濃くて、添加物が多いと思います」というご意見をい

ただいております。 

      私ども、できるだけ、おやつは手作りでいきたいと考えているの

ですが、まだ、全てという訳にはいかないので、少しずつでも増や

している現状はあります。 

また、市販菓子については、以前、公立保育所でも提供してい

た内容を見させていただいて、子どもたちが食べやすく味に慣れ
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ている状況の中で、ハッピーターンを提供しています。 

ただし、このようなご意見をいただいておりますので、今後、

市販菓子の内容も検討していきたいと考えています。 

      最後は、職員に対してのご意見です。 

「若い先生方の言葉使い、態度、子どもへの接し方が気になり

ます。よく子どもたちを怒鳴りつけているところを見かけます。

姿勢も悪く、無表情で、子どもに偉そうに指示を出している方も

たくさんいらっしゃいます。叱りつけたうえでものを言うことが、

先生っぽくて威厳があると勘違いされているのではないでしょう

か。年配、ベテランの先生方が変わってからは、お母さんのよう

な、やさしさあふれる方が少なくなってしまったと思います。子

どもたちに寄り添って、子どもたちと一緒に楽しんで働いてくれ

る、やる気のある先生になっていただきたいと思います。」とい

うご意見をいただいております。 

こういうご意見も真摯に受け止めていきたいと思っています。 

      子どもへの接し方、態度、言葉使いなどのおっしゃられた内容に

ついても、再度、職員と、もう一度、色々と考え、話し合って徹底

していきたいと考えております。 

今年度から、職員体制が変わりまして、学校を卒業してから１

年目の職員、他の保育園で経験を積んだ職員、下穂積保育所で勤

務してくださっていた先生方も、現在おります。 

      その中で、それぞれ先生の表現の方法は、本当に、個人個人、そ

れぞれなのですが、それでも子どもたちに十分とは言えないところ

もあるのですが、愛情ある保育を、私たちは、常に、考えていて実

施をしているつもりでおりました。 

でも、こういうご意見をいただいたことは、とてもありがたく

頂戴しています。 

謙虚な姿勢で、さらに、保護者の方と、信頼を築くことが、や

はり大事であると考えています。 

今後も、一生懸命、先生方と話し合いを持っていい職員体制を

作っていきたいと思います。 

      前半に、若い先生というご意見がございましたが、これも若い先

生だけではなくて、下穂積キッズの職員全体へご意見だと考えてお

ります。 

ベテランの先生というふうな、お声もありました、昨年度とは、
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職員の年齢層が若干変わっておりますが、第２のお家に帰ってき

たというような、保育園にお迎えに来たらほっとするよというふ

うなことを感じていただけるように、お母さんのような愛情を持

って、今後も、保護者の方に寄り添っていけるように努力してま

いります。 

この貴重なご意見、本当にありがとうございました。 

（ 市 ） ただ今、法人から、保護者からのご意見と、そのご意見に対する

考え方をご報告いただきました。 

      これについて、何か、ご意見・ご質問等は、ございますでしょう

か。 

（保護者） １番目の延長時間の変更なのですけれども、検討されるというこ

となのですが、来年４月からの変更の可能性があるということです

か。 

（法 人） 来年の４月から時間の変更等々は、朝の利用、夕方の利用の方々

で、それぞれの意見があると思うので、今のところは、現状のまま

でいかせていただこうかなと考えています。 

（ 市 ） 少し、補足をさせていただきます。 

今、国で、子ども・子育て支援制度が検討されています。 

来年４月に施行されることになります。 

今、在園しておられる保護者の方たちは、就労時間をもとに、

保育認定するというのが、新たに加わってきます。 

      その保育認定にあたって、経過措置がございまして、今、ここに

通っておられる方については、保育の短時間認定になる方でも、標

準時間認定をすることができると、最大、保育所の利用を11時間利

用できますよという考え方です。 

      ただ、就労の状況によっては、お迎えに来ていただくということ

が必要になってきますけども、その11時間認定というのが保育標準

時間認定ということになります。 

今、通っておられる方は、経過措置があって、短時間ではなく、

標準時間認定にしてくださいということができます。 

      ただ、新規に申し込まれる方につきましては、就労状況に基づい

て、認定することになりますので、短時間認定になることがありま

す。ということは、何が課題かといいますと、兄弟姉妹関係で通っ

ておられる上のお子さんは標準時間で、新たに入ってきたお子さん

は短時間ということが考えられます。 
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      もう一つ、短時間認定になりますと、どういうことが考えられる

かといいますと、園が決める基本的な保育時間が、例えば、９時か

ら５時という、８時間の保育時間を各園で定めるということになり

ます。 

その時間以外、前後が延長保育になります。 

それが、今、国で検討されている考え方です。 

ただ、保護者の方の就労状況というのが、例えば、朝８時から

の勤務の方もいらっしゃるし、後ろに遅い方も、中にはいらっし

ゃいますので、その考え方については、国が、今後、検討して示

すと、そういう方を11時間認定としてもいいのかというのが、例

えば、今の基本保育時間を午前９時から午後５時とした場合、就

労時間が、14時から19時までの方がいらっしゃったとします。 

基本保育時間の午後５時以降の２時間は延長保育になってしま

うのです。そこを標準時間認定とするのか、短時間認定とするの

かというところについては、国が、今、検討していているところ

ですが、もう12月から一斉受付が始まるので、その辺の公立の考

え方も、保育時間というのを決めないといけないのです。 

基本保育時間は９時から５時ですよとか、８時から４時ですよ

というようなことで、今後、決定することになると思うのです。 

そういうことがありますので、国の考え方を適用しますと、４

月から変更ということも考えられます。 

それは、できるだけ公立の考え方に合わせてくださいというよ

うなことで法人さんにはお願いしようと思っていますのでよろし

くお願いします。 

（ 市 ） よろしいですか。その他に、ご意見はございますか。 

（保護者） トイレの改修ですけども、今のところ大掛かりなものは、無理っ

ていうことでしょうか。 

（法 人） 大掛かりっていうふうになると、配管の問題から、やり直すとい

うことで、もう金額的には、到底、検討がつかないような金額と聞

いているのです。 

他の保育園で、民営化になったところは、臭いっていう原因が、

配管の問題があってということを聞いているのですけど、大きな

改修工事は、なかなかやりにくかったのです。 

      業者さんのことですけど、見積もりが、なかなか難しくて、例え

ば、その原因が、下水か、排水からきているものなのか、子どもの
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おしっこやうんちの蓄積で尿石とかでなるのか、そういう細かい話

もあったりして、例えば、男の子だったらボタンを押したら流れる

という方法もありますよというのを業者さんからお聞きしていて、

そちらの方も、一度、検討してみてくださいというのを業者さんに

はお伝えしているのです。 

ただ、それをしたから、しっかり消臭できたということになら

ないという感じが、今までの保育園の長い築年数から、配管の問

題から考えると違うと思いますので、今のところ、大きな改修工

事は考えておりません。 

（保護者） 将来的にはないのですか。 

（法 人） 業者の方にも見ていただいて、業者の方も困っているといいます

か、大改修すれば、期日もどこでということにもなりますし、ロン

グランにもなりますし、そこだけで済まないっていうことにもつな

がっていってしまうので、本当に、臭いのためだけの工事ができな

いのか、お聞きはしているのですけども、なかなか、その返答も難

しくって、返ってきていないので、催促をしている状況ですが、だ

から、今すぐ臭いを消せる方法は、単純に、消臭をしっかりしよう、

お掃除をしようという、地道なところからやっていくということを

最優先にしているのです。 

      じゃあ、来年するのですか、再来年ですかっていうのも、申し訳

ないのですけれども、臭いが消えていくのであれば、このまま行っ

てもいいかなと思っているのです。 

いずれ、その時期は来ると思うのですけれども、来年しますっ

ていうことは、お答えしにくいです。大変申し訳ありません。 

（ 市 ） トイレの臭いについて、以前から、保護者からも、職員からも、

休み明けなどには、特に、日曜日、１日使わなくて、水を流すこと

がなくて、月曜日、朝に出勤してくると臭いがしますとか、あとは

雨が降った後です。 

どうしても、下水、横に調理室があって、隣にトイレがあって、

下水がつながっているのですけども、雨が降ると、雨の関係で逆流

するわけではないのですけど、臭いが戻ってくるというのもあって、

やっぱり、梅雨時などは、特に、臭いがするのですけど、公立のと

きは、業者さんに見てもらったのですけど、下水の流れる傾斜が緩

やかなのです。 

それが、もうちょっと角度がついていると、ざーっと流れている
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のだけど、ちょっと、緩やかなので、流れていきますが、一気に流

れると、すっきり流れるのだけど、緩やかな分、流れが止まり、色々

と詰まってくる、配管の中に、ちょっとずつ、蓄積されていく、給

食室の水も流れるので、油分もあるので、そういうものがたまって

くる。 

それがやっぱり多いのではないかと、勢いがあると、ざーっと流

れていくのが、緩やかなので付着するものが多いのではないかとい

うことで、公立のときも臭いがきつくなると、１年に１回くらいは

配管を清掃してもらっていたのですけど、そうすると流れもスムー

ズになるので、臭いもおさまるということがあるので、そこら辺の

とこも、今、法人さんからお答えいただいたように、なかなか改修

工事というまではいかないのですけど、適時、そのような清掃をし

てもらうとか、あるいは、消臭の方法を考えてみるっていうことで

対応していただくというのが、現状かなと思うので、設備的な面が、

どうしてもあるので、できることを検討していきたいと思っていま

す。 

（保護者） 延長保育時間のことですが、前回、朝の30分、夕方の30分に分け

るより、1時間にした方が、補助金の額も、公立はなくて、私立に

なると入ってくるという話だったのですが、朝の30分をそのまま夕

方に持って行って、６時から７時を延長として、親には、保育料を

いただかないで、名目上、１時間ということにすると、補助金の額

が増えるという話がありましたが、来年新制度になると、そのあた

りは変わってくるのですか。 

（ 市 ） 今の国の考え方は、延長保育を実施するにあたっては、補助金の

基本分っていうのが450万円くらいあって、それに30分と１時間で

加算分というのがあります。前にご説明させていただいたのは、3

0分だと30万くらいなのですが、それが１時間だと130万くらいにな

るとお伝えさせていただいたと思うのですが、基本分が無くなる可

能性があるのです。 

それは、公定価格に反映されるというような考え方が示されて

て、ただ、それも国の予算が通らないことには、はっきりとした

答えがでない、早くて、12月末頃にお示しすることができるかも

というような回答が返ってきていて、確かなことが、もう動き始

めるにも関わらず、分からないというような不安定なところがあ

ります。 
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      加算部分のところについては、残ってくるということですので、

後ろ１時間ということにしていただいといた方が、恐らく、そのま

ま残ってくるかなと、それをまた子どもたちに還元をしていただけ

たらと思っています。 

（保護者） それこそ配管工事とかに。 

（保護者） ただ、皆さまの思いもあるだろうし、みんなが、詳細があんまり

分からない状態なのかも知れない、ただ、延長保育を変えるという

ことで、後々に、お金が変わる可能性もあるということは、保護者

としても考えたりしますので、その補助金のことで簡単に話を決め

てしまうものではないのかなと思います。 

（ 市 ） その他に、何かございませんか。 

（保護者） 配管とかの工事とか、洗浄についてなのですけど、公立のときに

やっていたのは、高圧洗浄みたいなやつですよね。 

そういうのを定期的にして、流れをよくして、臭いをおさえる

というのをやっていただきたいですし、長年、臭いというのも問

題になっているので、工事の計画を優先的に考えていただきたい、

２階を先にして、１階を大々的にするとか、臭いとかじゃなくて、

トイレの環境っていうのですか、子どもが使うトイレの環境です

が、今のですと、おしっこがこぼれたままで、子どもが踏むとい

うようなスタイルになっているので、ちょっと新しく清潔なトイ

レというのを、何年か後に目指して、計画をしていただきたいと

いうのは思います。 

（ 市 ） この建物というのは、昭和の時代に建っていて、築40年くらい経

っている建物なのです。 

すぐに建替をしないといけないということはないのですけど、将

来的には、建替ということも視野に入れて検討していかないといけ

ないと思います。 

その時に、今の設備に対して、仮に、５年後に建替が控えている

となった時に、どれだけ設備にお金を投資するかというところ、修

繕しないと子どもたちにとって危険なところは、絶対、修繕しない

といけないのですけど、それ以外のところについては、もう少し、

計画的なことも必要かなと思いますので、その辺のところは、法人

さんとは検討させていただいて、保護者の方にもご説明させていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（ 市 ） その他に、何か、ございますでしょうか。 
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（ 市 ） 最後に、若い先生方の言葉づかいや、態度などが気になるという

ところや、お母さんみたいなやさしさ溢れる方が、少なくなったと

いうことなのですが、先ほども、園長先生からお話があったのです

けど、まず、やっぱり、公立のときと、今年は職員の年齢層が若く

なったと思うのです。 

      公立の正規職員は、50代がほとんどということで、かなり年配で

ベテランです。 

若い先生方は、私たちが見ていても、必死だと思います。 

やっぱり、まだまだ、子どもたちにも慣れないし、保護者の方た

ちとのコミュニケーションも、４月から取り始めたところで、なか

なか「お母さん、お母さん」と、一言、声を掛けるのも、まだ、抵

抗があるのじゃないかなと思うのです。 

そのあたりは、経験を積んだものということでは、ベテランの10

年も、20年も保育士をしてきたものとしては、異動してきて４月か

ら勤めていても、今までの経験があるので、「お母さんお帰りなさ

い」、「今日こんなことがあったよ」とか、「今日、こんなんでね」

と、一言、声を掛けたり、お話したりということが、割とスムーズ

にできるのですけど、やっぱり、まだ、経験が浅い先生方だと保護

者の方と話をすることも緊張するので、必要なことは、伝えないと

いけない、トラブルがあってとか、今日、こんなことがあってとか

を伝えないといけないと思うと、夕方にお母さんが来るまでに、こ

ういうふうに話をして、お迎え来られたらと考えながら声をかけら

れると思うのです。 

そうでないと、なかなか「お帰りなさい」といっても、それ以上

の声掛けができないというところであったりとか、あと、子どもた

ちとの関わりにも、余裕が、まだ、持てないところもあるのかなと

いうか、正面から、先生方も必死に子どもたちと関わっていこうと

ぶつかっていくのですが、怒って、ぐずぐず言っているけど、何と

か、泣き止まさないといけないとか、こっちを向いてほしいのに聞

いてくれないといったときに、聞いてよっていう気持ちで、言葉が

強くなってしまったりとかっていうのが、見えるたりするのかなっ

て、ご意見を見て思ったのです。 

      先ほども、園長先生がおっしゃったように、どの先生も一生懸命

なのです。 

何とか、子どもたちや、保護者の方とコミュニケーションをとっ
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て行こうとか、うまくやっていきたいという思いはあるのですけど、

まだ、そこがうまく出し切れないというところがあると思うのです。 

その反面、新しい先生方が、すごく新鮮に、慣れてしまって、気

が付かないところに、気が付いたりとか、当たり前と思っていたこ

とに感動したりとか、良いところも、いっぱいあるので、年齢層が

変わって、職員も変わったところは、デメリットもあるのだけど、

メリットもあるので、半年過ぎて、運動会っていう大きな行事が終

わった中で、先生方にも、ちょっと余裕が出てきて、落ち着いた気

がするのです。 

もうちょっとしたら、発表会っていう大きな行事も控えているの

ですけど、これからかなって、私たちは思っているのです。 

引き継ぎ保育士も、12月まででいなくなって、年が明けてからは、

私だけになるのですが、今、ここにいるキッズの先生方も、引き継

ぎの先生がいなくなったらどうしようってことを言われますし、引

き継ぎの先生も、今、私たちが声かけたり、アドバイスしたりして

いますけれども、これができなくなるので、あとは託していくとい

うことで、４月から民営化はスタートしていますけども、実際は、

年が明けてからが、本格的なスタートかなって思っているのです。 

この前、理事長先生とも、そういう話をさせてもらって、この11

月、12月で、できるだけ、しっかりと引き継いで、今のキッズの先

生方に色んなことを託して、今度は、キッズの先生が、さあ、これ

から本当に、自分たちで頑張っていくという、今は、そういう時期

なのかなって思っています。 

三者協議会に出席してくださるお母さんたちって、色んな話を聞

いてくださる中で、理解をしてもらえていると思うので、やっぱり、

なかなか忙しくて、話を聞く機会も少ない保護者の方って、そうい

うところが分かりにくいのかなって思うので、また、これからも頑

張っていきたいと思っていますのでよろしくお願いします。 

（法 人） よろしくお願いします。 

（ 市 ） この案件については、よろしいでしょうか。 

      法人さんと保護者とのやり取り、市の考え方をお示しさせていた

だいたと思います。 

こちらのやり取りについても、会議録にしっかり残させていただ

いて、その他の保護者の周知にも役立てていきたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 
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      次の案件に移らせていただきます。 

「２ その他」といたしまして、何か、これにとらわれず、何か

ございましたら、お伺いしたいと思いますのでいかがでしょうか。 

（保護者） さっきの話なのですけど、色んな捉え方がある保護者の方が、た

くさんいるし、感じ方が、人、それぞれ違うので、ここに出てくる

意見も、指摘ばっかりかなと思って、じゃあ、いい指摘も、会議録

にも残していただきたいので言います。 

うちの子どもは、２歳児ですけれども、若い先生方とベテランの

方の組み合わせで保育していただいているのですけれども、どちら

の先生でも、よくなついていますし、別に、民営化したからと言っ

て、私が、民営化を心配していたほうの保護者かなと思うのですけ

ど、民営化したから保育所に行くのを嫌がることもないし、非常に

楽しく過ごさせていただいておりますので、先生方の態度が悪いっ

ていうばかりではないというのを非常に感じていますので、いつも

ありがとうっていうお礼を伝えたいのと、おやつや給食も、いつも

見させていただいているのですけれども、手作りのものが、格段に

増えてきましたし、子どもも、給食の話をしゃべれる年齢になった

というのもあるのですけど、給食の話をすると、いつも「おいしい、

おいしい」といっているので、我が子に関して言えば、楽しく通わ

せてもらって、おいしくご飯を食べさせていただいて、いつもあり

がとうございますと思っています。 

（法 人） ありがとうございます。 

（保護者） 私も、会議録に残してもらいたいので、うちも２歳なのですけど、

若い先生の名前ばっかり、家に帰ったら言っているくらいなのと、

先生も言っていたのですが、４月から比べて、先生からの声掛け、

こんなことがありましたとか、ノートひとつにしても、本当に情景

が浮かんでくるような、文書内容も書かれていますし、私も、こん

なことで大きなことが言えないくらい、お迎えも行けていないので

すけど、本当に、どんなふうに過ごしていたのかなっていうことが

分かるような、そんな状況かなって思って、本当に、色々な報告も

ありますし、保護者と先生の関係も、少し、１枚、２枚と、壁は外

していけているのかなって思うのと、それと、この前、うちの子が、

ここの保育所を卒業したら、キッズ小学校に行きたいといっていた

のが、すごくかわいくって、穂積小学校じゃなくって、キッズ小学

校に、僕は、行くんだといっているのが、これは、すごく伝えたい
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なって思ったので、議事録に載せてください。 

（法 人） ありがとうございます。 

（ 市 ） その他に、ご意見とかございましたら。 

      また会議録に残したいというご意見でもいいのですけど。 

      よろしいでしょうか。 

（法 人） 感謝の気持ちだけでも、お伝えさせてください。 

      色々なご意見がありますけども、今、入り込み参観させていただ

いていて、０歳、１歳さんのママたちに、入ってよかった、楽しか

ったと、ご意見を伺った時には、すごくほっとしています。 

こういうご意見をいただいたときは、真摯に受け止めなくっちゃ

って、でも、会議録に残してくださいって、温かいご意見をいただ

いて、私たちも気持ちが、モチベーションが上がるというか、先生

みんなで、一生懸命、頑張っていけば、きっといいことがあって、

きっと、私たちのことも分かってもらえるし、でも、100点満点で

はいかないだろうし、さらに、自分たちで、色んなことを学習して、

お母さんたちに寄り添っていけるようにしようねって、来週の職員

会議も控えていますけども、みんなに言えると思います。 

本当に支えていただいて、ありがとうございます。 

（ 市 ） その他に、ご意見はございませんか。 

それでは、これで、本日の案件は、全て、終了いたしました。 

      本日の三者協議会を閉会させていただきます。 

      本日は、ご協力をいただき、ありがとうございました。 


